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 余ハ嚢＝一般ノ組織標本製作中固定，脱水，硬化，包埋等，種々ナル操作が腎臓綜毬罷ノ

大サ昌盛ボス影響ヲ知ラント企テ，同一個禮ノ家兎腎臓二就キ，凍結，「ツ乱臣イヂン」，

「パラフィン」ノ各標本ヲ作り綜毬艦大サノ比較ヲ試｛，er ＝其2，其3二於テ「パラフィ

ン」及「ツエロイヂン」標本二關スル検索ノ結果ヲ報告シタルガ，同檬ノ方法二從ヒ凍結標本

＝就キ研究シタル結＝果ヲ報告セントス．

亀

             第1章 實験材料避寒駿法法

 其2，其3二記載セシ家兎腎臓ノ10％「フォルマリン」固定1週間ヲ経過セシモノヨリ，「パラフィン」及

「ツエロイヂン」標本製作二際シ，縦匿標本ヲ取りシ側ノ腎臓ヨリ縦断薄片ヲ，横断標本ヲ作りシ側ヨリ横

断薄片ヲ作り，水洗24時聞後，10μ凍結蓮績切片ヲ作り，「ヘマトオ・キシリソ，エオジン」i染色後，酒精

及「キシロール」ヲ通過セシムルコトナク，「ゲラチソ，グリセリンJニテ封鑛鏡楡セリ．

 實験方法ハ前報二記載セシト至ク同様ナルが故二此塵ニハ省略ス．

                   ［ 1 ］



2 藤 田

             第1節縦階標本

 蓮績セル5枚ノ凍結切片，第1，2，3，4，5ヲ検シタリ．其ノ紙上面積＝ヨル度藪分布一

十1表ノ如ク，表申第3ノ切片ハ基準ニシテ，if 1，2，4；5ハソレノ前後各2個ノ切片標

本番田ナリ．而シテ第7十一是等5個ノ切片n現ハレタル縣弓長ノ総和ヲ1表トナセルモノ

昌シテ，第8十一此ノ場合ノ綜毬贈142個二十キ，夫等切片中二連唱セルモノノ極大値ヲ弓

偏テ得タル表ナリ，而シテ上述5個ノ各切片＝出現スル縣毬燈総数ハ136個ヨリ150個ノ間

Sアリテ，切片相互ニハ其ノ十二十テ著シキ差異ナキモ，之ト並行二総数二樹スル百分率ヲ

掲ゲ相互：比較ノ十二十シタリ．

        第1表

 標本番    練   毬

要塞）號騒審雛灘

1．s－2．4 P 1」 21 l

zs－3．41 31 31 1

凍結縦噺標本二於ケル縣二上面積度数分布表

35一へ41g1
4．5－5」4 」 9 i

55一丘4い12・」・3】81
6．s－7．41 i6 1 is 1 ig （ ii 1

8．5－9．4pt
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12．s－lx4 1

13．s 一一｝ 14．4 1

14．s ．一一 ls．4 1

・＆5一1丘4「

16，5 一一 17．4 1

・7・5一・明

18．5－19・4 1

19，5－2e．4

20．s－21．4 1
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 I

 i

il

 l
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41
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 l

 E

g1
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      1！1
2i．s－2z41 1 i 1 i［

絡和136 i 15。1・43／・弓9い49レ27

欝  ＿数  「 総数二 封ス ル百分i華
｝  一

雛翻片高値鰍 雛 雛 羅 雛半片極大値

lI  1α7μ31・4     11α61α61
i  la2112・・i  λ・ 1L3iL3【t4

4  i 31       1  6・6 1 4・0 1  2・1   6・O i  27 1 4・3 1

i｝・35・1i6614711・国 ＆71691λ71

181581［ε914・1911丘4i丘41＆び1
1717・Il11B112・・33ス41生71軌8i
129．19514い生7いα・19811L41・951矧28
i27i…i171・丘・11z・1・471・琢4i1＆1い5中2・

119」951361・L81U31・3・31・ε・112・8陣1あ4

i・・163i22ス41931ε31・281ス41＆7い丘5

1・・1542・IZ4ig3！63［ス・1丘7レ41・48

14133い415・14・1生gl丘・127145199
i51・glglゑ2i刎2・1271副2・61ε3
151・519｝α711312；81a⑪i34i・・i⑤3

i・｝73｝α71L3t2・i【α6巨・1且・
1・131刈  1α7［α61α61a41α7

113211α71α71α6il・4ドエ4
1215131α711 L3巨31α72・

li－ IlllIillll！llilliいい｝lllα6「1α｛iα7
陣レ27 層142199gl脇gゆ1陶19皇gゆ21鵬・
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腎臓綜i毬i盟ノ「プラニメトリー」二關スル研究

第1圖 縦断各切片綜球面面積ノ
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 綜毬燈面積（軍位cm2）

3

二於テハ9cm2ノ黙呂，第2切片ハ6cm2ノ黙

＝，第4，第5切片ハ夫々10cm2，8㎝2ノ黙

ニアリ．而シテ二等ノ各「モreド」S於ケル一

二艦ノ出現頻度ハ第5切片が最：高19．5％ヲ，

第2切片が最低14．0％ヲ示セリ．

 次二半2表山斗テ明カナル如ク面積ノ最大

ナルハ第4切片ニシテ畢均紙上面積ハ9．5570

cm2，最小ナルハ第；1切片昌シテ8．6324cm！ナ

リ．而シテ其ノ差O．9246cm2ノ範園ヲ移動セ

リ．標準偏差ハ第4切片が最大＝テ3．1864

cm2， ag 1切片が最小＝テ2．9476cm2ヲ示シ其

ノ差O．2388cm？ナリ．偏差係数ハ第2切片ノ

34．68％ヲ最大，第4切片ノ33．34％ヲ最小ト

シ其ノ差1．34％ナリ．

 而シテ紙上面積ヲ實面di ＝i換算スレバ，第

2表第5欄二示ス如ク，最大ヲ示セシ上記第

4切片ハ5973・12Pt2，最：小ナリシ第】切片ハ

5395．25Pt2ニシテ，今春二綜毬髄ノ割断面ヲ

正圓形トシ，π＝3．1416トシテ計算セシ結果

ヲ第6欄二揚ゲタルガ，是等最大，最小ノ理

論的牛径ハ夫々43・60μ，41・43，μニシテ爾他ノ各切片ハ其ノ差2・17μ間ヲ移動セリ．

 更昌極大値ノ挙均實面積二封スル各標本亭均實面積比及極大値卒均田径二封スル各標本李

均宇径ノ比ヲ夫々第2表，第7，8欄二掲ゲタルニ，第1切片ハ最高ニシテ夫々L355及

1．164ヲ示シ，第4切片ハ最低＝シテ夫々1．224及1．106ヲ示セリ．

       第2表  凍結縦断標本二於ケル各切片ノ鷹野綜毬禮面積表

標本番號
紙上面穣

ｮcm2）

標準偏差  偏差係数

ic皿2）   （％）

實面積
ipt 2）

理論的牛径」罐礪奉騨

（μ）擁藷銘羅李

第1切片1＆6324±α17・529476士α・2・613425±1肺39525±1・65614既582iL355｛L・64

第2切片｛＆7・63±α16川a・335士α118113468±L5・i546乱43±1・蝉慨5761・3381L・駈

第3切片i＆％5・±αエ7。gl＆・33・土α・2・8｝3a79±・諦5・a・2±・・a8・i4且23±圃L3・51L・42

第4切片1％57・±α・7611a1％4±α1245i3＆3牡L44i597＆・2土・エα・614a6・士5911L2241L1・6

第5切片1働1275±α・6881a・55・±α1・94｝3347±エ伸7・468±1・翫5・】4a61±57glL2821L・32

各切片総和 陣24±・銅la…7士・・543134㎝±唖63a75土4a遷2 14z34±391【三馴t・釣

極大値
       l                 l

P1」042土01伽25037士加00弓3協±α7673蜘2±8＆75

（表意±ヲ附セルハ確率誤差ヲ示ス）

     ［ 3 ］
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        第2項 綜虫押極大値ト各切片中子毬掌大サトノ比較

 縣毬燈極大値、眞ノ大サ）平均ト各切片中縣郭外大サトノ比較二際シテハ，主トシテ後者ノ

総和準均ヲ以テ前者ト封比シタリ．

 ・即チ第1表及第1圖＝示ス如ク，極大値ノ百分率曲線ト総和ノソレトヲ比較スル時ハ，前

者ノ「モード」ハ10cmzノ瓢ニアリテ出現牽ハ25．4％ナルモ，後者ノソヒバ9cm2ノ黙ニアリ其

ノ出現i率ハ15．1％ナリ。

 ・次デ，是等各切片総和ノ李均紙上面積，標準偏差，偏差係数，實面積，理論的牛径ヲ極大

値準均ノ各々二樹比スレバ，9．0124cm2 ；11．7042cm2，3．0707cm2 ；2．5087cm2， 34．07％；

21・43％，5632・75Pt？ ；7315・12μf，42・34μ148・25μトナリ，實面積二一テ1682・37μ2，理論

的孚径二軍テ5・9 1 1iノ差ヲ示セリ．

 且ツ極大値弔均面積二封スル各切片総和卒幽門面積ノ比及是等爾者ノ牛径比ハL298及

1．139トナレリ．

 吏二綜爵号極大値中ノ最大及最小値ハ紙上面積ニテ21．8cm2及7．8cm2ナルが故，實面積ハ

夫々13625・OOpt2，4875・OOA2 ．シテ理論的周径ハ65・85μ，39・39μナリ・

           第3項皮質面積ト歯垢罷面積トノ關係

 線分100倍旧廓大セル見取圖二恩キ皮質面積iヲ計測シタルニ1842．OOqm2ヲ得喪リ．1故

二黒面積ハ1842⑪0／10000＝18．42mm2ナリ，而シテ前歯匿面積総和ハ線分400倍廓大ニテ

1274．7cm2トナリシが故＝實面積ハ127470／ i60000 ＝ O．7966mm2ナリ．依ツテ皮質面積二封

スル綜毬燈面積ノ百分率ハ4．32％トナリ，見取圖ヲ作製セシ第3切片中二存スル急転盟総数

ハ143個ナルが故二，五mm2中二在ル縣面隠ハ7．7個トナレリ．

              第2節横断標本

 縦断ノ場合ト全ク同ジク，第3表ノ第7號表特旨毬wa 166個＝就キ5個ノ連績切，片里二連

績シテ存在スルモノノ極大値ヲ求メテ得タル表ナリ．

             第1項連績切片相互ノ比較
             臨
 第3表及第2圖＝示ス如ク，第1，2，3切片二於テ「モード」ハ9cm2，10cm2ノ黙二，第

5切片ハ10cm2ノ鮎ニアルモ，第4切片ニチハ10crn2，11cm2ノ黙二於ケル出現率山門二12．1

％ヲ示シ，「モードj＝相野スル黙ヲ細雪得ズ．而シテ「モード」二於ク・ル出現率直第5切片ノ

18・6％ヨリ，第2切片ノ13．1％ノ間二野リ．

 更歯舞4表ヲ見ルニ面積ハ第1切片が最大＝シテ紙上面積9．7394cmf，第4切片が最小＝

シテ9・1947cmワ，標準偏差ハ第1切片二於テ最：大4．1310cin2，第4切，片＝於テ最：小3．6669cm君

ヲ示シ，偏差係藪ハ第1切片が最大ニシテ42．42％，第2切片が最：小ニシテ39．08％ナリ．

 而シテ最大及最小ヲ示シタル第1及第4切片ノ綜毬罷干均實面積ハ608Z12μ2及5746・68μゴ

ニシテ・夫等各々ノ理論的牛径ハ44・02μ及42・76μトナリ共ノ差1・26μヲ示セリ．

 三二極大値平均面積ト各切片卒腸壁面積トノ比及極大値亭均牛径ト各切片李均牛径トノ比

ヲ求メテ第4表ノ第7，8瀾二掲ゲタルガ，三二依レバ最高ハee 4切片ノL395，1J81ニシ

                  ［ 4 ］
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第3表  凍結横断標本二二ケル綜毬艦面積度数分布表

5

’蜜．馨魏
綜 毬 匿 藪 総数二封

ス ル百分   一  一       一

■  一  一    

面積．軍’＼

ﾊ（cm2）＼
甥剤 雛 i馴 第4

ﾘ片 騰纈第5綱片i値 第1
ﾘ片 最高
…．曲一…．一… u瞬瞬1翻嘱大値

・・5－241     燭 41 3 1 2 い1 13 124 1・4 i1・・221 t4「

25－34 P 2i 6 一131 8 「71 26i 1 1．2 1・BlI」 1・・213・81 2Bl

a5一 gl 5 i5｝ 6 い21 371 165｝123｝2gl
3，2｝6．6  1 401  1

乱5－541 釧 11 ・・1 13 lgl 47i 11β 1  5．1  6．3 16814gl 5・11

55一丘41 10 14 i13［ 22 1gl 田1 i6・ 16517石 1…614gl 731

丘5一
・8】 20 12・［ 1ラ 11・1 85｝ 1・αgl 9・3いし5 8gi丘5｝

一  一  一

乳5一＆41 ・61 23 11gl 18 i14 9・1 41   i
X．7 1…71・α9 撃〟E5レ71 a71 2．4

＆5－941 28 P 28 123｝ 18
  一  一

P221
 一   

P1gI 1・1 17．0
113・中a2       一 「％i12・i 12gl 6．0

95一・・4i ・51 24 1221 23 1341 ・i8｝   ’

32｝ 9．1 い・21・2・d1・2・・1・8・6i ・2斜 19．3

1α5一…41 ・4 P 26 1・51 23 1251    「
P03｝

   1

Q81 8．5 12・1 P＆司 12・ P・371 ・1・・［

169

…5一・2 ・4 P 15 1・61 15 1・61 761 26 1＆51 7・。 u92 17gl＆7｝ a21 15．7

・2ゐ一・34t ・・｝ 12 ｝3｝ 9 1酬 38i ・41 6．1 173い3 ｝47i221 列 8．4

・35一・441 71 8’ P 3 4 i51 271 ・21 421 3・71・フ 2・・ P2・7i   1
Q．9 7．2

14．5－15．4 4i 6 141 3 3 2司 ・・1
2．4 i且81z3 ・・6・・61 221 6．0

・55一・641 31 4 171 1 i2｝ ・7｝ 71 1．8 い9｝4・1 ・・5い唄 ・81 乱2

16．5－17．4 21 2 161 3 1    』P31 71  1

1．2 1αgi 341 ・・6 P1 Ml 4．2

・7・5一・＆41 ・1 2 い｝ 1 121 7i 51 0．6 1αgi・・6i ｝α51・・11 α81    3．0

?一      一 一  一 一   『   一  一
E＆5二・941 1 2 一1・1 1 戸i 51 21 1αglα6｛ α51α51 α5i 1．2

195－2α4 p ・1 il 1 i・1 31 21 0．6 ll 「α51α51 α3i t2

2α5－2141 ／

2 II ・1 31 1 1α9 ilα51 ・31

21石一2z・ P 2｝ い｝ i・｝ 51 21 ・21 ｝α61 い・・1 α51 玉．2

225－23刈 1  1 1i li 11 1 0．6 1 l  l α刈 0．6

23二一2・路 P 1 11 2 11 21 21
i

…ll α21 t2

24ゐ一2541 i ｝1 ll 1 ・1 ll lil 1 0．6

2丘5－264 P i 1［ 1［ 1 1 il lll 1
265－274i 1 【1 1 lI 1「1 1
2Z5－2＆引 ll 1｝ 1 1 ｝1 ！ll 1
28，5＿29．41      1 ・［ 1 1・i ！1 31 1i  l

0．6 1α51α6 ll ・31 0．6

総 和
165【 214 ・741 190 ・83 P926［ 166 100．0 ・・L3

奄№X・9 ・・α・ggg l 9旦司 99．9

テ最低ハ第1切片ノL317，1・147ナリ．

        第；2項綜毬艦極大値ト各切片申綜毬自大サトノ比較

 第3表及第2圖二示ス如ク，5個ノ切片総和百分率曲線ト極大値ノソレトヲ封比ス1／パ，

                  ［ 5 ）
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第4表  凍結横断標本二於ケル各切片ノ平均線軒燈面積表

標本番號
紙上面稜

ic狙2）

標準偏差

icm2）

偏差係敵

@（％）

實面駿
iμり

理論的輕驚呼野礪奉幣

（pt） 各切片李
ﾏ實面贋

各切片準
ﾏ傘径

第1切片厚73，4±α2・6g1413・・土α瑚・242±L8516・8乳12士・3臥56144。2±ε56い脚11脚

第2切片随42士α174・la773・±α・23・1謝8土聯・3387士・α875i4382土5881・訓職

第3切片1％6⑪9土α19461＆8・48±α1376【3938土ユ硝・3＆。6士・2L621438牡丘221・訓U52

第4切片191947±α・794【36669士α・26913988±L6・i574。68±1・λ121郡±5971・蕊1L18・

第5切片脚5±α182gi36678土α1293陣±L6・【58・且81士・143・i4a。・±ε⑪3！L37giL・74

各切片総和 陣5土α・333陣6土α・58gl細目・7里陣慨5a・6i4348±綱 1349 U61

極大値
128313土α182・134773士α・287脚±・備・・a56士・・a75bα52±劇 1

（表記士ヲ附セルハ確率誤差ヲ示ス）

           前者ノ「モード」ハ9cm2ノ黙呂アリ
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              第4切片
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              第3切片
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              第2切片

     ，．            第1切片
      一sN

L

Ol 3 5 7 9 11 i3 15 17 19 21 23 25 27 N

   緋i毬艦面繍（軍位cm2）

テ出現率ハ12．9％ナルモ，後者ノソ

レハ10cm2ノ瓢ニアリテ共ノ出現率

ハ19．3％ヲ示セリ．

 次ヂ第4表ニヨリ極大値ノ紙上面

積，標準偏差，偏差係数，實面積，

理論的孚径ヲ各切片総和ノ三等ト比

較スレパ，12．8313cm2 ； 9．5065crn2，

3．4773cm’； 3．7626cm2， 27．10％；

39．58％， 8019．56itt2； 5941．56，ft2，

5052μ543．48Ptトナリ，實面積二

二テ，207S・00μ2，理論的牛径二於テ

7・04μノ差ヲ示セリ．

 且ツ極大値李均面積昌封スル各切

片総禾口平均四面積ノ十三極大値挙均

牟径・二i酎スル各切片総和奉均孕径ノ

畠山縦断及横断昌於テ夫々1・349，

1．161トナレリ．

 次昌高高艘極大値中ノ最大及最小値一紙上面高閣テ29．4cm2及7・9cm2ナルが故∫實面積

匹夫ft玉8375‘OO／27，4937・52Ut’＝シテ其ノ理論的牛径ハ76・47μ・39・64Pナリ・

             第5項 皮質面積ト綜毬艦面積トノ關係

縦断同様計測換算ノ結果，皮質實面積ハ23．906mm2ニシテ，縣毬膣面積ノ総和ハ1 ・0483m

m2トナリ，皮質面di ＝甥スル綜毬艦面積総和ノ百分率ハ4・38％トナレリ．而シテ此ノ基準

第3切片中二在リシ綜毬艦ハ総撒ニテi74個ナリシが故s lmm2 rp s存スル箭継盟ハz2個

                  ［ 6 ］
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トナレリ．

           第5節 縦断標本ト横断標本トノ比較

 縦断連績5個切片中フ綜毬禮総数7Z7個＝就キ共ノ三下分布ヲ見ル昌「モPtド」ハ紙上面積

値9cm2ノ黙轟アリ其ノ出現率ハ15・1％ナルモ，横断同切片中ノ総数ハ926個ニシテ「モード」

ハ同ジク9cm2ノ黒占ニアリ其：ノ出現頻度ハ12，9％ナリ．

 而シテ是等総和ノ平均二於ケル継毬艦面積iハ縦断5632・75μ2，横断594156μ2ヲ示シ，理論

的牛刀ハ前者ノ42・34＃二封シ後者バ43・48＃ニシテ其：ノ差ハ面積上308．81、μ2，牛径二三テ

1・14μナリ．

 次二極大値卒均二就キ紙上面積及標準偏差ハ縦断二於テ11．7042cmz，25087cm2，横断二巴

テ12・8313cm2，3・4773cm2ヲ示セリ・而シテ是等ノ實面積及理論的牛径ハ夫々7315・12μ2，

48・25μ及8019・56μ2，50・52Pt sシテ面積ノ差704・44μ2，牛径ノ差2・27ttトナレリ・

 叉極大値卒均面積二三スル各切片総和卒下弓面積ノ比ハ縦断二於テ1．298，横断二三テ1．3

49 ＝シテ，理論的昌得タル牛径相互ノ比ヲ求ムレパ前者二於テ1．139，後者＝於テ1．161ヲ

示セリ．

 更＝皮質面積ト綜毬艦面積トノ比ハ縦断ノ場合ハ4・32％，横断ハ4・38％ヲ示シ，1mm2中

s存スル綜毬艦ハ前者ノ7．7個二丁シ後者ハ7．2個ナリ．

              第3章 総   括

 以上総括スルニ家兎（饅重1900瓦）腎臓（左4．15瓦，右3．95瓦）ノ凍結標本二於テ，

 1．線毬膣ノ大サバ四穴方法ニヨリ，又蓮績切片相互ノ間二多少ノ差異ヲ認メ得ルモ著シ

カラズ．其ノ大サノ卒均ハ縦断二於テ5632・75μ2，横断二於テ5941・56A2 ＝シテ夫等ノ理論的

牟径ハ各k42・34μ及43・48Aナリ・

 2．綜門燈極大値ノ畢均ハ縦断二於テ7315・12μ2，横断r於テ801956μ2＝シテ其ノ理論

的孚径ハ48・25A，5052μナリ・

 而シテ極大値面diAS均二樹スル各標本面積総和挙均ノ比ハ，縦断二階テL298，横断二三

テ1．349ニシテ著シキ差異ヲ認メズ，且ツ極大値：脳弓スル個々ノ切片二於ケル丁寧面積ノ比

ハ縦断二於テモ，横断二於テモ甚シキ差異ハ認メラレズ．

 更二極大値雫均孚径二樹スル理論的孚径ノ総和三下ノ比ハ，縦断二二テ1．139，横臨二於

デ1．161 ＝シテ，個々ノ切片二巴ケル極大値卒均牛径ト卒均一径トノ比ハ縦断，横三二於テ

差異著シカラズ．

 EPチ任意ノ切片中ニテ相當数ノ懸毬髄ヲ計測スレバ，縦断標本ニアリテハ其ノ準均面積値

二1．298ヲ乗ズルコト＝ヨリ極大値面積ヲ，其ノ雫均孚二値＝1．139ヲ乗ズルコト＝ヨリ極大

値牛径ヲ知，り得ベク，横断標本二巴テハ夫々1．349，1。161ヲ乗ズレパ，極大値面積及牛径ヲ

知り得ベシ．

 次昌懸毬艦極大値ノ最大油漉：小面径ハ縦断二於テ65・85μ，39・39P，横断呂於テ76・47μ，

                  ［ 7 ］i
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39．64μヲ得タリ．

 3．皮質面積二二スル綜毬髄面積ハ縦断二丁テ4．32％，面輪二於テ4．38％＝相當シ，皮質

1mm2中＝存スル縣毬髄ハ前者二於テ7．7個，後者＝於テ7．2個ヲ示セリ。

                 結   論

 余ハ前平二記述セシ家兎＝就キ，其ノ「ツ雪田イヂン」標本製作S當り縦断切片ヲ取りシ側

ノ腎臓ヨリ縦断切片，横断切片ヲ取りシ側ヨリ横断切片ノ各5枚連署凍結標本ヲ作りテ，綜

毬薩ノ面積ヲ痴定セシニ次ノ結論ヲ得タリ．

 1．縣毬艦ノ卒三面華押各連績切片二於テ，僅微ノ差異ヲ示ス＝止マリ，全艦トシテハ相

等シキ数値ヲ示シタリ．而シテ縦断切片＝於ケル母乳艦総和挙均面積ハ横臨二於ケルソレヨ

リ‘

o?X小目シテ其ノ値ハ夫々，5632・75μ2及594156μ2ナリキ．此ノ面積ヨリA＝πr2＝テ

計算セル牛径ハ夫々42・34μ及43・48μナリキ・

 2．本刷験二世テハ10μノ凍結標本ヲ作りタルヲ以テ，1個ノ綜毬艦ハ8個以上ノ切片＝

分割サルベク，從ツテ第1項無下ペタル平均面積ハ夫等ノ各切岸セル面積が加入セラレタル

ヲ以テ，實際ノ面積ヨリモ小ナラザルヲ得ズ．故＝各連績切片ヲ互＝連結シテ認巴里タル極

大ノ綜毬禮ノミヲ集メテ求メタル甲唄面積ハ眞ノ博労艦万事面積ナルベシ．

 上鞘クシテ昏酔ル極大綜毬艦ノ卒均面積ハ縦断及横噺切片二才テ夫々7315・12＃2及80五956

μ2トナリ，且ツ其ノ計算セル牛径ハ夫々 48・25μ及5052μトナリタリ．

 上記ノ結果ヲ比較スル＝，第2項ノ眞ノ亭：均面積二樹スル第！項ノ見掛ケ上ノ平均面積ノ

比ハ，縦断切片二於テ1．298，横町切片二於テ1．349二當リタリ．故二任意ノ切片標本二於テ

得タル見掛ケ上ノ準均面積二，此ノ藪値ヲ乗ズレバ眞ノ面積二等シキ値ヲ得ペシ．一槍シテ眞

ノ牛径二封スル見掛ケ上ノ牛径ノ比ハ縦断二於テ1．139，横断二野テハ1．161ナリキ．從ツテ

叉専一ノ切片＝於テ図工ル卒均牛径二此ノ値ヲ乗ズレバ眞ノ値ヲ得ベシ．

 3．塗布縦断切片ノ申央ノー標本二就テ，皮質面積18．42mm2二樹シテ縣毬髄面積総和ハ

0・7966mm2ヲ卒去リ．帥チ皮質面積＝：￥sスル綜毬燈面積ノ比ハ4．32％ナリ．

 挙手横断切片ノ中央ノー標本＝：就テハ，皮質面積23．906mm2＝ va’iシテ縣毬燈面積総和ハ

1．0483mm2 xシテ，後者ハ前者ノ4．38％四馬レリ．

 且叉，1mm2中＝存スル縣毬膣総数ハ縦断標本二於テ7．7個，横断二於テ7．2個トナレリ．

 要之，綜毬膣側管面積，皮質面積二劃スル綜毬禮面積比ハ寧ロ横断標本二半テ大胡シテ，

皮質1mm中ノ縣毬小数出子封二縦断切片二於テ僅＝多シ．
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